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エンジン・アイドリンゲ不安定及び加速時患付きに関する診断技術

診断技術の内容は， rアイドリング不安定」及び「加速時息付きJに対する内容としこの故障現象のみでは，

原因の推定が広範囲にわたるため，故障現象の内容に，次に示す前提条件を設けて，推定原因の絞り込みを容

易にした。

i) バッテリは正常である。

日) トランスミッションなどの駆動系は正常である。

出) エンジン'本体部分は正常，パjレブ・タイミングに狂いはなく，規定の圧縮圧力は得られ，かっ，吸気系の

気密不良はない。

iv) 故障現象は， rアイドリング不安定」及び「加速時息付き」状態に限定し， I回転速度の高・低過ぎj，I最

高出力不足」など，その他の現象は含まない。

また，診断技術の構成は，次に示す「基本点検j，I自己診断システムの表示方法j，I自己診断(異常コード表

示)別の点検・整備方法」及び「不具合現象(正常コード表示)別の点検@整備方法」から成り，診断順序は，

「基本点検j，r自己診断システムの表示方法」の順に行い，その診断結果により， I自己診断(異常コード表

示)別の点検・整備方法」又は「不具合現象(正常コード表示)別の点検・整備方法」に進む。なお，上記診断

技術の参考資料として， Iシステム図j，I構成部品の配置及び端子電圧表」及び「配線図」を末尾に掲載した。

〔診断フロー・チャート例〕

基本点検

①簡易燃圧点検

②火花点検
③点火時期点検及びアイド

Jレ回転速度点検
④アイドルCO・HC濃度

の確認

+ 
r<lZ刀ミ

自己診断シスァムの点検
.Lt:吊 J

↓ ↓ 

自己診断異常コード別の点検・整備 不具合現象別の点検・整備

ダイアグ・コード厚IJ点検・整備のフロー・チャート 不具合現象別点検・整備のフロー・チャートにより
により実施する。 実施する。

↓ ↓ 

電気系統部品の点検・整備 電気系統部品の点検・整備

ダイアグ・コードに載る電気回路を有する電気部品 ダイアグ・コードに載らない電気回路を有する電気
の点検・整備 部品の点検・整備

①スロットル・ポジション・センサ(断線・短絡) ①インジェクタ(断線・短絡)
②MAPセンサ(断線・短絡) ②IACV (断線・短絡)

③一- ③ 

↓ 

電気回路は正常で、'機械部品に不具合がある場合の E/G本体，電気装置以外の補助装置の点検・整備
点検・整備 ①フューエル・フィ lレタの詰まり
①インジェクタのバルブの固着 ②フューエル・パイプのき裂
③スロットル・ポジション・センサの接点の固着 ③ 
φ…ー・
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1 基本点検

基本点検の内容は， Iアイドリング不安定」及び「加速時息付き」の現象として前頁i)~iv)の前提条件を付

加したので，次Iこ示す簡易燃圧点検，火花点検，点火時期点検及びアイドル回転速度点検並びにアイドル

CO・HC濃度の確認の 4項目とする。

1) 簡易燃圧点検

燃料ポンプ作動時tこ，フューエル・フィード・ホースを指でつまんだとき，燃圧が感じられることを確認す

る。

2) 火花点検

①インジェクタのコネクタを全数取り外す。

②スパーク・プラグを l本だけ取り外す。

③取り外したスパーク・プラグをハイテンション・コードに取り付け，スパーク・プラグの接地電極をアース

させる。

④グランキングした左き火花が飛ぶごとを確認する。

匝劃 2秒以上エンジンをクランキングしないこと。

3) 点火時期点検及びアイドル回転速度点検

匡劃点火時期及びアイドjレ回転速度は，エンジン・コントロール・ユニットの制御目標値に自動的に調整される

ため，調整不要であり，本システムは手動調整はできない。

(1) 点火時期点検

①エンジンを完全暖機する。

②電気負荷をすべてOFFし，ステアリングは直進状態になっていることを確認する。

③ALDLコネクタのNo.1とNo.3端子を短絡させてダイアグ・モードにする。

④タイミング・ライトで点火時期を測定し， BTDC 10
0

::t 1であることを確認する。

⑤基準値以外のときは，クランク・アングル・センサ， • DISモジュール， ECM及び各々を結ぶ配線を点検す

る。

(2) アイドル回転速度点検

①回転計を装着し，実回転速度が目標回転速度750土100rpmの範囲にあることを確認する。

匡童日何らかの理由でエンジン回転中にアイドリング・エア・コントロール・バルブのコネクタを外したり， ECM 

への電源を切った場合は，アイドリング・エア・コントロー/レ・パjレブの動きと ECMの制御にずれが生じ，

アイド、ル回転速度に異常をきたすことがある。その場合には，次の方法でアイドリング・エア・コントロー

ル・バルブの動きの修正を行う。

i)エンジンを停止させ，イグニション・キーをONにするo

u)ALDLコネクタのNo.lとNo.3の端子を短絡させる。

出)この状態を 2秒以上続けた後，短絡を解除する。

4) アイドル CO・HC濃度の確認

①アイド、ル回転速度及び点火時期が基準値にあることを確認する。

②アイドルCO・HC濃度が基準値にあることを確認する。

0.5%以下

150ppm以下
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2 自己診断システムの表示方法

1) ダイアゲ・コードによる点検

(1) ダイアゲ・コードの表示(図-1， 2， 3) 

ALDL (アセンブリ・ライン・データ・リンク)コネクタのNO.1とNo.3の端子を短絡させ，イグニション

・スイッチをONにするとディーラ@モードに切り替わり，メータ・パネル内のチェッグ@エンジン・ラン

プを点滅させてダイアグ・コードを表示する。正常のときはコード "12"を，異常のあるときはコード "12"

と故障コードを 3回ずつ繰り返し表示する。コード "12"は，正常でも異常があるときでもダイアグ・コー

ドを表示させると，必ず表示される。

ALDLコネクタ

ダイアグ・コード表示例

正常コード“12"表示伊j

点灯

;肖灯

異常コード“23"表示例

点灯

消灯

日目
“CHECK ENGINE"ランプ

図-1 チェック・エンジン・ランフ

リード線

短絡させる

ALDLコネクタ(白色)

図-2 ALDLコネクタ

Jg-.G目印計四割到芝山昨ト

LGil ;:1;:; 

表示
1サイクル

スタート

1サイクル

表示

スター卜

3.2 

図-3 ダイアゲ・コード表示例
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(2) ダイアゲ・コード診断項目一覧表

コード 診断項 日 弓日夕会i 断 内 ザ甘ヲ
，k、いJ 、、 検 内 容

12 全項目 正常

CTS ①ワイヤ・ハーネス及びコネクタ接触不良

14 
(クーラント・ 水温信号の断線又は短絡を検出 (水温センサ信号系統)

テンパラチュア・ したとき表示 ②水温センサ

センサ)回路 ③ECM 

TPS ①ワイヤ・ハーネス及びコネクタ接触不良

21 
(スロザトル・ TPS信号の断線又は短絡を検 (TPS信号系統)

ポジション・ 出したとき表示 ②TPS 

センサ)回路 ①ECM 

MATセンサ ①ワイヤ・ハーネス及びコネクタ接触不良

23 
(マニホールド・エア・ MATセンサ信号の断線又は短 (MATセンサ信号系統)

テンパラチコア・ 絡を検出したとき表示 ②MAT 

センサ)回路 ③ECM 

VSS ①ワイヤ・ハーネス及びコネクタ接触不良

24 
(ビークル・ 車速 8loo/h以上の信号が一度 (VSS信号系統)

スピード・ も入力されていないとき表示 ②VSS 

センサ)回路 ③ECM 

①EGRパルプ

EGR 
EGRバルブ誤作動時

②ワイヤ・ハーネス及びコネクタ接触不良

32 (排気再循環)
(聞かず，閉じず)に表示

(EGR信号系統)

回路 ③VSV : EGR 

G)ECM 

MAPセンサ
①ワイヤ・ハーネス及びコネクタ接触不良

(マニホールド・

33 アブソリュー卜・
MAPセンサ信号の断線又は短 (MAPセンサ信号系統)

プレッシャ・
絡を検出したとき表示 ②MAPセンサ

センサ)回路
③ECM 

EST 
ECMとDISモジュール聞の信 ①ワイヤ・ハーネス及びコネクタ接触不良

(エレク卜ロニ、ソク・
42 

スパーク・
号の民Jy線又は短絡を検出したと (ECM， DISモジュール間信号系統)

タイミング)回路
き表示 ②ECM 

ESC 
①ワイヤ・ハーネス及びコネクタ接触不良

43 (ノック・センサ)
ESCからのリタード信号を継 (ノック・センサ， ESC信号系統)

回路
続して検出したとき表示 ②ノック・センサ

③ECM 

。2センサ信号の断線又はECM，
①ワイヤ・ハーネス及ひ*コネクタ接触不良

13 
O2センサ不良のとき表示

(ECM， O2センサ間信号系統)

②ECM 

44 O2センサ回路
O2センサ信号がリーン状態を

継続して検出したとき表示

一 上記①，②及び燃料システムetc.

45 
O2センサ信号がリッチ状態を

継続して検出したとき表示

51 EEPROM回路 !則内メモリー明 ①ECM 
されたとき表示

日

U



(3) ダイアゲ・コードの消去方法(図-4) 

ダイアグ・コードの消去は，エンジン・ルーム右前方のバッテリの付近に取り付けてある ECMヒュージブ

ル・リンクを約10秒以上外して行う。

りレ一品ヒユース・ボックス

図-4 ダイアグ・コードの消去

3 自己診断(異常コード表示)別の点検@整備方法

-アイドリング不安定(回転速度の高・低過ぎは含まず)及び加速時息付き(最高出力不足は含まず)の不具

合現象に該当する異常コード別点検。整備方法

〈不具合現象別異常コード表〉

不具合現象 故!濠系統 コード 吾両/29、 断 内 ?O 

水温センサ系統 14 水温信号の断線又は短絡

TPS系統 21 TPS信号の断線又は短絡
トー

MAT系統 23 MATセンサ信号の断線又は短絡

VSS系統 24 車速 8km/h以上の信号が l度も入力されていないとき表示

アイドリング不安定

MAPセンサ系統 33 MAPセンサ信号の断線又は短絡

トー

13 O2センサ信号の断線又はO2センサ不良

O2センサ系統 44 O2センサ信号がリーン状態を継続して検出したとき

45 O2センサ信号がリッチ状態を継続して検出したとき

水温センサ系統 14 水温信号の断線又は短絡

TPS系統 21 TPS信号の断線又は短絡

加速時息付き

MAT系統 23 MATセンサ信号の断線又は短絡

MAPセンサ系統 33 MAPセンサ信号の断線又は短絡



1) CTS (水温センサ)回路(ダイアゲ・コード 14) (図-5) 

軍記 ・CTS(クーラントザンパラチュア・センサ)は， ECM における信号電圧を制御するためにサ一ミスタ

を使用している0

・ECMは，回路O.5GR/Bの電圧をセンサに通電する。エンジンが冷間時には，センサ(サーミスタ)抵抗

が高いので， ECMは高い信号電圧を示す。

・冷却液温度が上昇すると，センサ抵抗が減少し電圧が下がる。通常のエンジン運転温度では， ECMター

ミナル“D12" における電圧測定値は約1.5~2.0V となる。冷却液温度は燃料噴射，エンジン・スパーク・

タイミング，アイドlレ・エア・コントロールの制御に使われる入力信号の一つである。

ECM 

CTS (工ンジン後方コモン・チャンパの下側)

O.85GR 

(緑)

エンジン・ハーネス・コネクタH-5

O.5G/日一一一軒触媒コンハータ・
サーモ・センサへ

触媒コンパータ・

サーモ・センサ・アースへ

図-5 CTS (水温センサ)回路

CTSの冷却液温度に対する抵抗値

冷却液温度 Cc) 抵抗値 (kn). CTSのコネクタを外す。
A
H
U
A
H
U

ハX
U
A
H
u
d
A
τ

円
J
a
n
m
u
n
H
U

A
U
ヴ
d

つd
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一

喝

t
A
d
せ

l

一
一
一

0.185 
0.450 
1.800 
3.400 
7.500 
13.500 
25.000 
100.700 

“OFF"。

エツクする0

・断線がなければ， ECM 

のコネクタ接続不良又は

ECMの故障。

をチェックする。

・断線がなければ， EC 
Mのコネクタ接続不

良又はECMの故障。

又はCTSの不良。
-イグニション・スイッチ

. ECMのコネクタを外す。

・回路O.85GR又はシャシ・アー

スに短絡していないか回路0.5

GR/Bをチェックする。

直義司故障修理後，ダイアグ・コードをクリアし，エンジンを始動した状態で“CHECKENGINE"ランプが点灯

しないことを確認する。

。，U
1
I
A
 



2) TPS (スロットル・ポジション・センサ)回路(ダイアゲ・コード 21) (図-6) 

湿E TPS (スロットル・ポジション・センサ)は，スロットル・パlレブ開度を電圧信号として ECMへ送る。電

圧信号は，アイドlレ時の O.4~l. lV からフル・スロットル CWOT) 時の 3.7~4.6V まで変化する。 TPS信号

は，燃料制御など多くの ECM制御出力のための最も重要な入力の一つである。

ECM 

WO丁、

(緑)

エンジン ハーネス・コネクタH-5

MAPセンサへ

〆

アイド}j，

O.85L/O TPS電源出力 (+5V)

TPS O.85L/R 

0.85日/w

TPSアース

I 16 r一
TCMターミナル I24 トー

I 6 トー

O.85B/W 

O.5GR/B 

O.5GR/G 

図-6 TPS (スロットル・ポジション・センサ)回路

• ALDLコネクタのNo.1とNo.3端子の短絡を外す0

・イグニション“OFF"，ダイアグ・コードを消す0

• TPSコネクタを外す。

・エンジンを始動し，ニュートラJレの状態で 5分間又はチエヅ

ク・エンジン・ランプが点灯するまでアイドリングする。

-イグニション“ON"，エンジン停止。

• ALDLコネクタのNO.lとNo.3端子を短絡させ，ダイアグ・

コードを調べる。

-回路0.85L/Rの短絡を調べる。

・回路0.85L/Rに短絡がなければ， ECMの不良である。

ECMのコネクタを外し，回路0.85L/Rのショート，断

線を点検する。また. MAPセンサ内部のショートを点

検する。両方共疋常であれば. ECMのコネクタ又は

ECMの不良である。

ECMのコネクタを外し，回路 0.85

L/Oの短絡，断線を点検する。回路

0.85L/Oが正常な場合， ECMのコネ

クタ又はECMの不良である。

直劃故障修理後，ダイアク・コードをクリアし，エンジンを始動した状態で "CHECKENGINE" ランプが点灯

しないことを篠認する。

q
t
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3) MAT (マニホールド・エア・テンパラチュア)センサ回路(ダイアゲ@コード 23) (図-7)

ヨ君 MAT (マニホールド・エア・テンパラチュア)センサは，サーミスタを使って ECMへ信号として電圧を送

っている。 ECMは，回路 O.85L/Bより 5VをMATセンサへ出力する。マニホールド・エア温度が低いとき，

サーミスタの抵抗は大きく， ECMは高い電圧信号を受付る。エア温度が上がるほど，サーミスタの抵抗は小

さくなり， したがって， ECMは低い電圧信号を受ける。

ECM 

MATセンサ

(緑)

エンジン・ハ ネス・コネクタH-5

本一一一一 0.85Us

-0.85日/w

MATセンサ・アース

TPSへ

国-7 MAT (マニホールド@エア・テンパラチュア)センサ回路

• MATセンサのコネクタを外す。

-イグニション“ONヘエンジン停止。

-回路O.85L/BとO.85B/W聞の電圧を測定する

4V 以上

lMmン吋附祇抗値を測定し 1
右表とほぼ|対じなら正常。

正常 正常でない。

センサ回路又はコネクタ L MAT.ヒンザ交換 1 
の間欠不良。

他のコードが記憶されて

いる場合は，そのチャー

トを参照。

間欠故障に対しては，試

運転による点検及び疑わ

しい回路のノトーネス・了1

ネクタの目視点検を実施

する。

4V未満

MATセンサの吸気温度に対する抵抗値

吸入空気温度 ('C) 抵抗値 (kQ)

70 
38 
20 
4 

-7 
-18 
-40 

0.45 
1. 80 
3.40 
7.50 
13.50 
25.00 
100.70 

回路O.85L/Bとアース聞の電所を測定する。] 回路 0叫に附]
ないか点検する。

回路 O.上85L/Bが正常な
4V 以上 4V未満

らば， ECMのコネクタ

回路 O.85B/Wの断 回路 O.85L/Bの断
接続の不良又はECMの

線とコネクタの接続 線とコネクタの接続
不良。

状態を点検する。 状態を点検する。

出らば刊
の不良。

直罰故障修理後，ダイアグ・コードをクリアし，エンジン始動の状態で， "CHECK ENGINE"ランプが点灯しな

いことを碓:認する。
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4) VSS (車速センサ)回路(ダイアゲ・コード 24) (図-8) 

虚空白 ECMは，回路O.5W/Bに12Vを送り，その状態をモニタしている。回路O.5W/Bは， VSSに接続されてお

り， VSSは，駆動輪が回転しているとき，凹路O.5W/Bを断続的にアースし，パルスを発生する。 ECMは

“パルス"の間隔に基づいて車速を計算する。

ECM 

r一一 O.85B/P 

(0) 

(白)

vss信号入力

図-8 VSS (車速センサ)回路

匝量日 スピードメータは正常であること。異常がある場合は，診断を始める前に修理すること。

-ドライブ・ホイールをもち上げる。

-ギヤを入れて，エソジンをアイドリン夕、させた場合， TECHlツー

ルの車速表示は Okm/h以上か?

間欠故障。他にコードの記憶がない

場合は，“診断補助"を参照。

ヨE
ン¥ーネス O，5W!Bに断線がないか点検。

断線がない場合は， ECMを交換。

j ーネス O.5W/Bの断線，スピード

|メータ文はケーブルの故障。

く診断補助〉

ドライブ・ホイールが 2回/h以上のスピードで回転している場合，ハーネス O.5WjBの接続が適切か点検し

コネクタに汚れや，緩みがないようにし，また，ハーネスの配線も適切か確認する。

区劃故障修理後，ダイアグ・コー!ごをクリアし，エンジン始動の状態で， "CHECK ENGINE"ラソプが点灯しな

いことを確認する。

r
J
 



5) MAP (マニホールド・アブソリュー卜@プレッシャ)センサ回路(ダイアゲ@コード 33) (図-9) 

虚空白 ・マニホールド・アブソリュー卜・プレ、ソシャ (MAP)センサは，マ二ホールド・フ。レッシャ(バキューム)

の変化tこ反応する。 ECMは，この情報を信号電圧として受信する。電圧は，ス口、ソトルの全問状態の

1~1.5V から，スロット jレ全開状態(低バキューム)で 4~4.5V に変動する。

• MAPセンサtこ故障がある場合， ECMは，スロットル・ポジション・センサ (TPS)に基づき，設定され

たMAP値を代わりに用いて，燃料供給を制御する。

MAPセンサ

O.85GR/R 

'-1一一 O.85GR

触媒コンバータ・サーモ・センサ， CTSへ

図-9 MAP (マニホールド・アブソリュー卜@プレッシャ)センサ回路

-イグニション・スイッチ“OFF"，ダイプグ・コードを消す0

・MAPセンサ・コネクタを外す0

・MAPセンサ・コネクタの端子CとBを短絡させる 0

• ALDLコネクタのぬ IとNo.3端子は短絡させない。

・エンジンを始動し 5分間又はチェック・エンジン・ラン

プが点灯するまでエンジソを運転する。

・イグニション・スイッチ“ON"，エンジン停止。

• ALDLコネクタのNO.lとNo.3端子を短絡させ，ダイアグ

回路 O.85GR/Rが正

常ならば， ECMを交

換する。

回F各O，85GR/R，TPSセンサが

正常ならば， ECMのコネクタ又

はECMの不良。

ECM 

MAPセンサ電源出力

(+5V) 

MAPセンサ・アース

lä~1 故障修理後.ダイアグ・コードをクリアし，エンジン始動の状態で“CHECK ENGINE"ランプが点灯しな

いことを確認する。

p
h
v
 



6) O2センサ回路(信号異常) (ダイアゲ・コード 13) (図-10)

軍司 ・ECMの供給電圧は，ターミナル“B2"と“B3"聞で，約0.45Vである。

. O2センサの電圧変動は，エキゾース卜が濃い場合約lV，エキ〉。ーストが薄いと約O.lVの範囲である0

・O2センサは，360"C以下になると電圧を出力しなくなる。

・センサの回路が断線したり，センサ温度が低下すると“オーブン・ループ"となる。

0.5B!G ーベ十寸C
05R (M!T) 
~:~~B 'ë~;~) <~ 件一一一一一 0.5R

O.85W!R -， 'f 

~ L一一一 0.5日 午 1.25日!P

0.85日!Y 令一一一一一 1.25B!P

↓閣間
トランスミッション・ そごデ
ハーネス・コネクタ (Hl0(A!T)ー

lHll (M!T) 
F2-10A (' 02i!ンサ

(青)

トランスミッション・
ハーネス・コネクタ rHl0(A!T) 

lHll (M!T) 

0.5日!G

ECM 

02センサ信号入力

O2センサ・アース

ECMアース

ECMアース

1.25R!G一一一一+メーン・リレー

図一 10 O2センサ回路

-イグニション・スイッチ“OFF"

• ALDLコネクタNo.lとNo.3端子を短絡させる0

• O2センサのコネクタを外す。

• ECMターミナルB3をジャンパ・ハーネスでアースする。

・エンジンを始動させ，エンジン回転速度を 1200rpm以上

に保持したまま，すぐにチェック・エンジン・ランプを点

検する。約 1~4 秒間オーブン・ Jレープ表示し，少なくと

も30秒間消灯するのが正常である。この点検作業中に誤っ

てアイドル回転速度に戻してしまった場合は，イグニショ

ン・スイ、ソチ“OFF"カらやり直す。

l 
|コード13を表示しない。|

よ
・イグニション・スイッチ“ONぺエンジン“停止"。

・デジタル・マルチ・メータ (SST)を使用し， O2センサ

・ハーネス・コネクタのところで回路0.5B/Gの電圧をチ

[::1-1'13J表示する。 I

|白川ムクタ接続不良又は山の故風|

ェックする。

(300~600mV) 

O2センサ・アース回路の

ECMの故障。 断線，接続不良又は ECM

の故障。 陣。

匡E 故障修理後，ダイアグ・コードをクリアし，エンジンを始動した状態で "CHECKENGINE"ランプが点灯

しないことを確認する。

均

i
1
よ



7) O2センサ回路(オーバ・リーン表示)(ダイアゲ・コード 44) (図-10

湿記 ・ECMの供給電圧は，ターミナル Y と句"間で，約O.45Vである。

. O2センサの電圧変動は，エキゾーストが濃い場合約 lV，エキゾーストが薄い場合約O.lVの範囲である0

・O2センサは，360
0

C以下になると電圧を出力しなくなる。

・センサの回路が断線したり，センサ温度が低下すると“オープン・ループ"となる。

(青)

トランスミッション・

ハーネス・コネクタ (HlO(A/T) 

l lH11(M/T) 

ECM 

ームM

i
o
 

O.85W/R -， 

Y 

1 ~7/)青)トランスミッ

γハーネス・コネクタ rHl0(A/T) てご

晶 lHll (M/T) 

F2-10A r 0，センサ

~--一一一 1.25R/G 一一一一一一炉メーン・リレ

0.5日/G 0，センサ・アース0.5日/G 一一〈‘
/'、

0.5R (M/T) 

0.5S日 (A/T)
0.5R 0，センサ信号入力

ECMアース

ECMアース

図-11 O2センサ回路

-イグニション・スイッチ“OFF"

• ALDLコネクタのNO.lとNO.3端子を短絡させる。

• O2センサのコネクタを外す。

-エンジンを始動し，すぐチェック・エンジン・ランプ

を調べる。

1 
オープン .Jtーブ表示(ランプの点滅周期:0.4秒)

i 
診断補助(次頁)を参照の上，以下を点検する 0

・各センサ類

。希薄噴射しているインジ工グタ

.燃料の不純物混入

• EGR 

-燃庄の低過ぎ

-O2センサ上流の排気漏れ

すべて正常ならば，O2センサの不良。|

両面二Jが消灯じている:1

|回路O.5R (M/T)， O.5SB 問に日への l
短絡がないかを点検する。 I

|回路O.5R (M/T)， O.5SB川崎ならば|

ECMの不良。 I

匡E 故障修理後，ダイアグ・コードをクリアし，エンジン始動の状態で“CHECKENGINE"ランプが点灯しな

いことを確認する。

O
D
 



8) O2センサ回路(オーバ・リッチ表示)(ダイアゲ・コード 45) (図-12，13) 

軍司 ・ECMの供給電圧は，ターミナル“B2"と“B3"間で，約0.45Vである。

. O2センサの電圧変動は，エキゾース卜が濃い場合約 lV，エキゾーストが薄い場合約O.lVの範囲である0

・O2センサは，360"C以下になると電圧を出力しなくなる。

・センサの回路が断線したり，センサ温度が低下すると“オープン・ループ"となる。

(青)

トランスミッション・

ハーネス・コネクタ (Hl0(A/T) 

l lH11(M/T) 

ECM 

Y
 

つ
↓

y
m

w
 

nu L O.5B 

0.5R 

0，センサ・アース

-
i
M
 J

X

。

0.5B/G 一一〈‘

0.5R (M/T) 

0.5SB (A/T) 

/‘、

0.5B/G 

0，センサ信号入力

↓ 制品
トランスミッション・ ¥トそノ
ハーネス・コネクタ (HlO(A/-η 一一

lHll (M/T) 

ECMアース

ECMアース

F2-10A 

1.25R/G 一一一一一軒メーン・リレー

図-12 O2センサ回路

く診断補助〉

空燃比が濃くなる現象には，下記が原因のーっとなることがある0

.フューエル・プレッシャ

プレッシャが高くなり過ぎると，エキゾーストは濃くなる。 ECMにより，この現象は若干補正されるが，

高くなり過ぎる場合は，コード45がセットされる。

• DISシールディング

DISモジュールの点火信号LOWハーネス O.85Y/Bが断線すると， ECMはノイズを拾いやすくなり，点火

信号を実際より多く受け止めるためにエンジン回転速度を高めに判断し，燃料供給が過剰となることがある 0

.キャニスタ・パージ

フューエルが飽和状態でないか点検する。飽和状態の場合は，キャニスタ・コントロールとホースを点検する0

・7ューエル・タンクの内圧をコントロールしている 2ウェイ・バルブ

Aポート側より吸ったとき連通することを確認する。異常

がなければ，キャニスタ・パージ・ホースを外し，栓をし

て試運転する。症状が解消された場合は，キャニスタを交
A B 

換する0

・MAPセンサ

ECMが通常のマニホールド・プレッシャ(低いバキューム) 図ー 13 2ウェイ・バルブ

より高いプレッシャを検知するような出力がある場合，エキ

ゾーストは濃くなる。 MAPセンサの接続を外すことにより，濃い状態が解消された場合は， MAPセンサ

を交換する。

- 19一



• TPS 

TPSの出力が断続的な場合，エンジγの加速の表示が狂ってくるので，エキゾーストが濃くなる 0

. O2センサの汚染

フューエルIこより，酸素センサがシリコン汚染をしてないか点検する。センサが白い粉状のもので覆われ，

信号電圧が高く間違ったものとなることがある(エキゾーストが濃いことを判断する)。したがって，

ECMは，エンジンへのフューエルの供給を削減するので，サージという重大な操安性の問題が発生する 0

• EGR 

アイドリング時にバルブが固着して開いたままの状態になると，通常，アイドリングが乱れてエンストを起

こす。

-イグニション・スイッチ“OFF"

• ALDLコネクタのNo.lとNo.3端子を短絡させる。

-回路O.5Rをアースする。

• O2センサのコネクタを外す。

-エンジンを始動し，すくチェック・エンジン・ランプ

を調べる。

チェ、ソク・エンジン・ケンプが30秒以上消灯している。

診断補助(目11頁)を参照の上，以下を点検する。

-燃庄

• DISモジュール

• MAPセンサ

• TPS 

• O2センサの汚れ

• EGR 

-キャニスタ

凡りつ，“



4 不具合現象(正常コード表示)別の点検・整備方法

・アイドリング不安定(回転速度の高・低過ぎは含まず)，加速時息付き(最高出力不足は含まず)に関する

不具合現象別点検・整備方法

く不具合現象別点検チャー卜>(枠内の番号は点検順序の目安を示す)

点検~項一一目一~ー 不一具一合一現一 象
アイドル 加速時息付き

不安定
冷問時 媛機後

ECM 10 

MAPセンサ 5 5 4 

情。

CTS 4 2 

篠1I

TPS 6 5 

系

MATセンサ 7 7 6 

統

VSS 7 

O2センサ 6 

クランク・アングル・センサ 8 

占

イグニション・コイル 8 8 3 
火

系
ハイテンション・コード 8 8 3 

統

スパーク・プラグ 8 8 3 

フューエル・インジェクタ 8 

燃
フューエル・ポンプ 4 2 

料

系
プレッシャ・レギュレータ

統

フューエル・ライン，フューエjレ・フィ Jレタ 3 

気吸統
系 IACV 

エアコン信号・ 9 

そ
パワステ・プレッシャ信号 9 

の

パーク/ニュートラル信号 (A/T) 9 
他

キャニスタ・パージ 9 

η
乙



1) アイドリング不安定(ラフアイドル，ハンチンゲ，エンジン・ストール)

軍事ヨ ラフ・アイドルワイドリングが不安定で，スムーズに回転しない。

ハンチング→アイドリングが一定にならず，ほぼ周期的に変動(上，下)する。

エンジン・ストール→アイドリングが低過ぎたり，ラフ・アイドルやハンチングがひどいと，エンジンが停

止することがある。

点火時期不良
点火時期が正規にセッ卜されているか
点検する。(基本点検の項を参照)

インジヱクタ不良
2)の(2)フューエル・インジェクタの
点検の項参照。

アクセル・ペダル、スロットル・パル

ブしぶり、戻り不良、アクセル・ワイ
ヤ調整不良。

アイドル不安定 2)の(1)IACV点検の項参照。

2)の(3)TPSの点検の項参照。
一一一_J

電源、アース接触不良
電圧が不安定だとIACV位置が変化し
てしまうことがある。

ECGrシステムに供給される電圧が9V
供給電圧不良 以下又は17.8V以上の場合は，IACVが

作動しない。チャージ系統を点検する。

OR 

パワー・ステアリング・プレ 2)の(4)パワー・ステアリング・ブレ

ッシャ信号不良 ッシャ信号の点検の項参照。

エアコン信号不良 2)の(5)エアコン信号の点検の項参照。

MAPセンサ信号不良 0}の(6)MAPセンサの点検明参照。

PCVパルプ作動不良 []の(川刷ルブの作動点検の項参照。

l2) 0)(8)プレッシャ 山レータの
プレッシャ・レギユレータ破損|

点検の項参照。

重宝日マニホールド圧力:約-470mmHg以下(アイドル時)

η''u 

n〆ん】



2) 加速時息付き

直劃加速しようとしてアクセル・ペダルを踏み込むと，一瞬反応がなくなるというような息付きを起こす。発進

時Iこ顕著であるのが普通である。

燃圧不良
2)の(9)燃料供給システムの点検の項

参照。

TPS内部接点同着 ~の(3) TPS点検の項参照。

点火時期を点検する。(基本点検の項
点火時期不良

参照)

MAPセンサ信号不良 !2)の(6)l¥仏Pセンサの点検の項参照。

ECGr系統に供給される電圧が9V以下

供給電圧不良 又は17.5V以上の場合は，チャージ系

OR 
統を点検する。

ECMのB8端干に接続されているテ、イ

DISモジュール・アース不良 ストリビュータ・アース回路に接触不

良又は断線がないかをを点検する。

キャニスタ・パージ不良 2)のω)キャニスタ・パージの点検の

現参照。

インジェクタ不良
2)の(2)フューエル・インジェクタの

点検の項参!被。
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(1) IACV (アイドル・エア・コントロール・バルブ)の点検(図-14)

軍空白 ECMは， IACバルブによりエンジンのアイドル・スピードを制御する。アイドル・スピードを上げる場合，

ECMは， IACバルブ・ピントルをそのシートから後退させ，スロットル・ボアのエアのバイパス量を増す。

逆に，アイドル・スピードを下げる場合は， IACバルブ・ピントルをシートの方へ進めてバイパス・エアの

流量を減らす。

空気の 。Ic I B I刈 エンジン・ハーネス・
コネクタH-6(黛)

ECM 

O.85BR/B 

;←一一一 O.85BR/W

O.85BR/R 

O.85BR/Y 

図-14 IACV (アイドル図工ア・コントロール・バルブ)回路

くテスト〉

エンジンが完全暖機のアイドル状態のとき， ECMiこプログラムされた目標アイドル回転速度に常に制御され

る。目標アイドル回転速度内にあればIAC回路は正常である。もし，目標値を外れている場合は，エンジン

停止後，イグニション“ON"でIACバルブが作動する音を確認することでシステムのチェックを行う。 IAC

システムが正常の場合は，エンジンの他の部位の故障が考えられるので，“診断補助"により修理を行う。

く診断補助〉

・燃料が希薄過ぎる(高い空燃比)場合

アイドル回転速度が高過ぎ，又は低過ぎる。エンジン回転速度が激しく上下に変化して， IACV接続を外し

でも現象は変わらない。この場合，コード44が表示される。

02センサ出力がO.lV未満のとき，燃圧の低過ぎ，又は燃料に水の混入が考えられる。逆に， 02センサ出

力がO.75V以上に固定されているのに排気が希薄であるときは，シリコンなどにより 02センサが汚れてい

る可能性がある。この場合，コード45表示となる。

・燃料が濃厚過ぎる(低い空燃比)場合

アイドル回転速度が低過ぎる。システムは濃厚であり，黒い煙を排出する。 02センサ出力は， O.8V以上に

固定される。燃圧，インジェクタの漏れ又は固着がないかを点検する。

・スロットル・バルブより IACVを取り外し，取り付け口に異物はないかなどを点検する。

A
a
A
 

q
L
 



-エンジンを暖機後，シフト・レバーをP又はNとする 0

・アイドル運転をする。

• AjC， PjSの電気負荷をカット。

・上記状態でエンジン回転速度を測定する。回転速度が規定値内にあるかっ

-スロットル・バルブにある IACバルブが作動しているか，

-イグニション“OFF九
• IACVハーネスの接続を外す。

・イグニション“ONペエンジン停止。

• ALDLコネクタのNo.l!::No.3端子を短絡させる。

-各IACVハーネス・コネクタ端子とアースの間に電圧があるか?

IACVのコイルのJ抵抗を各端子聞でチェックする。

AとB，C と D 聞のま底抗値は40~80Qが正常である。

(2) フューエル・インジェクタの点検(図ー 15)

①各インジェクタのコネクタ端子を分離し，コネクタ端

子聞の抵抗を点検する。

基準値 11"-' 12Q 

②各インジェクタのコネクタを分離し，コネクタ端子聞

にバッテリ電圧を加え，作動音を確認する。

戸、υ
nFμ 

図-15 インジェクタの抵抗点検



(3) TPS (スロットル・ポジション・センサ)点検

(図-16)

スロットル・バルブが完全に閉じていることを確認し，

エンジン停止状態でスタータ・スイッチをONにした

とき， TPS の出力電圧が O.4~ 1. 1V であることを確

認する。基準値にない場合は， TPSの電源電圧を測

定する。約5Vないときはハーネス，コネクタなどに会

断線，接触不良，短絡などがないか点検する。 WOT

での TPS の出力電圧が 3.7~4.6V であることを確認

する。電源電圧が正常で，アイドル時の TPSの出力

電圧が正規であるのに， WOT時の TPSの出力電圧

が基準内にない場合は TPSが不良であり，調整不能

のため，スロットル・パjレブ、Ass'yで交換する。

出力電圧の測定 ECM 

電源電圧の測定

ECMコネクタ (32ピン)

図-16 TPS(スロットル・ポジション・センサ)回路

(4) P/S (パワー・ステアリンゲ)プレッシャ・スイッチ点検(図-17)

直E パワー・ステアリング・プレッシャ・スイ州立，通常オープン(開)状態で，ハーネスO.5G/Yの電圧はほ

ぼバッテリ電圧と同じである。ステアリング・ホイーJレを回すと，パワー・ステプリングのオイル・プレッ

シャが高くなり，また，アイドリング中のエンジンの負荷も大きくなる。負荷のためにアイドリングに問題

が発生する前に，プレッシャ・スイッチは閉じる。

スイッチが閉じると，ハーネス O.5G/Yの電圧の読み値は lV以下となり， ECMはアイドル・エアの供給量

を増す。

・プレッシャ・スイッチが閉じない場合，つまり，ハーネスO.5G/Yが断線の場合は，パワー・ステアリング

の負荷が高くなるのでエンジンが停止する。

・スイッチが聞かない場合，つまり，回路O.5G/Yがアースへ短絡している場合は，アイドリングの状態が不

安定となる。
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ECM 

J 
パワー・ステアリング・
プレッシャ・スイッチ

(高圧でON)。 O.5G/Y 
日十

パワー・ステアリング・
プレッシャ・スイッチ
信号入力

図-17 P/S (パワー・ステアリング)プレッシャ・スイッチ回路

-エンジンがアイドル状態で，

TECHlツールの表示 PSPSは

“正常"か?

イッチの不良。

P/Sプレ、yシャ・スイッチのアース不良。 ハーネスO.5G/Yの断線又はECMの故障。

直E 故障修理後，ダイアグ・コードをクリアし，エンジンを始動した状態で“CHECKENGINE"ランプが点灯

しないことを確認する。
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(5) エアコン信号の点検(図-18)

理罰 A/Cモー iごを選択すると， ECMはA/Cコンブレッサ・クラッチ・リレーをアースし， A/C“ON/OFF"ス

イッチ回路の一部であるサーモ・カットアウト・リレーを通して，回路を完結して， A/Cクラッチにバッテ

リ電圧が供給される。 A/Cシステムが高圧又はオーバヒートの状態を示す場合， A/Cプレッシャ・スイッチ

又はA/Cサーモ・スイッチが聞いて， A/Cシステムをカ、ソトする。

②オート・エアコン

A/Cプレッシャ・
スイッチ

V
-，，， D
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ECM 

O.5BR 

エアコン・
コントロール絡動

エアコン信号入力

オート・エアコン・
コントロール，ユニット

2G 

F… ・クラッチ

図-18 エアコン信号回路
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く診断補助〉

A/Cプレッシャ・スイッチは，高レシーバ/ドライヤに付いている。

サーモ・カットアウト・スイッチは， A/Cコンブレッサの後側に付いている。

イグニション“ONペエンジンを運転し， A/Cスイ

ッチを“ON"，“OFF"する左， A/Cコンブレッサ・

イグニション“ON"，エンジン“OFF"o リレー&ソレノイ

ド・チ工、ソカ (5-8840-0386-0)を用いて， A/Cスイッ

チを“ON"にし ECMターミす JレC9裏側でエアコン信号

入力を確認する。チェッカのランプが点灯するか?

-ハーネス0.5Gの|新線。

• A/Cコンプレ、ソサ・ク

ラッチ・リレーの故障0

・高温カット・スイッチの

故障と配線不良。

• 0.5G/Rの断線。

• ECMの配線接続部

の不良。

. ECMの故障。

イグニション“OFF"oA/Cサーモ・カットア

ウト・リレーを取り外す。イグニション

“ON "， A/Cスイッチを“ON"して， リレー

のハーネスO.5G/Wのワイヤをチェッカで点検

する。チェッカのランプが“ON"するか?

-ハーネス0.5P/Gの断線0

・サーモ・カ、y トアウト・

リレーの故障。

・サーモ・カットアウト・

モジュールの故障。

・ハーネス0.5G/Oの断線。

ハ ー ネ ス

0.5G/Wの断

線。

・プレ、ァシャ・

スイッチの故

障。

直E 故障修理後，ダイアグ・コードをクリアし，エンジンを始動した状態で "CHECKENGINE"ランプが点灯

しないことを確認する。
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(6) MAPセンサの点検(図-19，20. 21. 22) 

エンジン停止状態でスタータ・スイッチをONにし

たとき， MAPセンサ出力電圧が約 4.9Vであるこ

と，また，その状態で，バキューム・ホース接続パ

イプにマイティバックを接続して-450mmHgの負圧

を加えたとき，約2.0Vになることを確認する。な

らないときは， MAPセンサ電源が約 5Vであるこ

とを確認しこのときは， MAPセンサを交換する。

。
20 140 60 80 1001 120 (kpa) 

o 150 1300 450 600 7501 900 (mmHg) 
アイドリング時 大気圧 →絶対圧

kpa:キ口パスカル
(lkpa=1.01972X 10-

2 
kgf!Cポ=7.5mmHg)

図-20 MAPセンサの特性

MAPセンサ 円キューム・ホース接続パイプ

アース端子 出力端子 電源端子
A-llに接続 D-91こ後続 A-lに接続

図-21 MAPセンサの端子

図-19 MAPセンサ

ECMコネク安 (32ピン)

図-22 ECMコネクタの MAPセンサ端子

(7) PCVバルブ〉の作動点検

エンジンがアイドリングの状態で， PCVバルブの吸気ポート(ヘッド・カバー側)を指でふさいだり，離

したりしてPCVバルブが作動していることを確認する。

作動しないときは， PCVパルプを交換する。

(8) プレッシャ・レギュレータの点検

マイティパックをバキューム・ホースに接続し， -500mmHgの負圧を加え，この負庄を保持するかを点検す

る。

保持できない場合は，プレ、ソシャ・レギュレータを交換する。
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(9) 燃料供給システムの点検(図-23，24) 

直望日燃料は，フューエJレ・タンクに内蔵された電動ポンプで圧送され，フューエル・フィルタ，フューエlレ・レー

ルを通り，インジェクタより吸気ポート内に噴射される。

プレッシャ・レギュレータ(燃圧とマニホールド圧力の差圧が一定になるように調整する。)により燃圧は制

御され，余剰燃料はリターン・パイフ。を通ってタンクに戻る。

ポンプが停止した後の燃圧を保持するため，ポンプはチェック・バルブを内蔵している。

マニホールド・ハキュ ム

プレッシャ・レギュレータ

フューエル・リターン

フュー工ル・プレッシャ・ゲージ
(5-8840-0378-0) 

ポンプ入口フィルタ フューエル・
タンク

図-23 燃料供給システム配管
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フューエル・ポンプ・リレー・
コントローjレ

1.25R/W B1 Iバッテリ電圧 (+12V)
C161バッテリ電圧 (+12V)メーン・

リレー
1.25R/W 

1.25R/G 
A6 Iイグニション電圧

イグニション・スイッチ
ヱンジン

図-24 燃料供給システム回路
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-フュー工ル・ポンプ・リレーのコネクタを外し，ジャンパ・ワイヤを用いて回路2B/Rに12Vを掛ける0

・フューエル・タンク内のポンプが作動するか，音を聞く。

-ハーネス2B/Rの断線をチェック。

・ポンプのアース回路の断線をチェック。

正常であれば，フューエル・ポンプを交換。

-フューエル・プレッシャ・ゲージASM(SST)又は汎用ゲージをフューエル・フィード側フレキシブル・ホースとパイプ聞に取り付

ftる。

・プレッシャ・レギュレータからバキューム・ホースを外す0

・イグニション・スイッチを10秒以上“OFF"にした後，“ON"にする。

フューエル・ポンプは約 2秒間作動する。

・フューエル・ポンプが停止した後の燃圧は， 2. 9~3. 3kgf/cnl (284~325kPa) を維持するのが正常である。正常かワ

-水混70.C以上でアイドル運転する 0

.バキューム・ホースをプレッシャ・

レギュレータに接続する。

-燃圧が徐々に低下するのが正常であ

る。徐々に低下するか?

-プレッシャ・レギ

ュレータからバキ

ューム・ホースを

外す。

・アイドリング状態

で，プレザシャ・

レギュレータに

305~360剛Hg の

負圧を掛ける。

・燃圧は徐々に低下

するのが正常であ

る。徐々に低下す

るか?

プレッシャ・レギュ

レータに供給される

バキュームの遮|断さ

れる原因を究明して

修理すること。

-イグニション・スイッチ“OFF"。

・リレー&ヒューズ・ボックスにある

フューエル・ポンプ・リレーの2~4

端子聞をジャンパ・ワイヤでジャン

パする。

・フィード側のフレキシブJレ・ホース

をつぶしてインジェクタ側への燃料

の流れを抑えながら，ジャンパ・ワ

イヤを外す。

・燃圧は維持されたままになっている

か?

-リターン倶IJのフレキシブlレ・ホース

について，フィード側と同じ方法で

テストする。

-燃圧は維持されたままになっている

か?

燃料漏れのあるインジェクタを究明し

て交換し，向ーシリンダのスパーク・

プラグを乾いた状態にする。
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次頁へ

-フューエル・ポンプからプレッシャ

・ゲージまでの配管より燃料漏れ。

.フューエル・ポンプの故障。

プレッシャ・レギュレータ Ass'yの

故障。



前頁より

-フューエル・フィルタの詰まり状態をチェ、ソクする。

フューエル・フィルタはOKか?

-イグ二ション・スイッチ

“OFF"。

・フコーエル・ポンプ・リ

レーの2~4端子聞をジャ

ンパ・ワイヤでジャンパ

する。

・リターン側のフレキシブル

-ホースをつぶしてタンク

側への燃料の流れを抑えて

燃1:Eを測定する0

・4.6kgf/cn!(450kPa)以上

品うるか?

-フコーエjレ・ポンプの故障0

.ツューエJレ・ポンプからブ

レッシャ・ゲージまでの配

管より燃料漏れ。

-ブレ、ソシャ・レギュレータからバキょzーム・ホースを外す0

・プレ、ソシャ。レギュレータ倶IJのフューエル@リターン・パイプ

からフレキシブル・ホースを外し，内径5/16インチのフレキシ

ブル。ホースを接続しそのホースの開放された側は燃料受容

器に挿入する。

・イグニション・スイッチ“ON"後， 2秒内の燃圧は2.9~3. 3 

kgf/CIJ (284~325kPa) が正常である。正常か?

プレッシャ。レギュレータ

Ass'yの故障。

ブューエル・リターンなどの

詰まりのある場所を究明し

修理する。

度重口故障修理後，ダイアグ・コードをクリアし，エンジン始動の状態で "CHECKENGINE"ランプが点灯しな

いことを確認する。
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。的 キャニスタ・パージの点検(図-25，26) 

フューエル・ フューエル・ ，エバポ・パイプ フィラ・キャップ
フィード・パイプ リターン・パイプ

ロール・オーバ
フューエル・タンク &フロート・ハルブ

キャニスタ

チェック&リリーフ・パルブ

図-25 キャニスタ・パージ・システム配管

フューエル・タンクの内圧をコントロールしている

2ウェイ・パルプPを点検する。

Aポート側より吸ったとき連通することを確認する。

異常がなければ，キャニスタ・パージ・ホースを外

し栓をして試運転する。症状が解消された場合は，

キャニスタを交換する。
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図-26 2ウェイ・バルブ
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構成部品の配置及び端子電圧表

構成部品の配置

2) 

(1) 

回

日臼

ECMへ信号を送るセンサ

A :MAP(マニホールド・アブソリュー卜・プレザシャ)

センサ

O2センサ

: TPS (ス口、yトル・ポジション・センサ)

: CTS (クーラント・テンパラチュア・センサ)

: VSS (ピークル・スピードーセンサ)

:クランク・アングル・センサ(右パンク・シリンダ・

ブ口、yク下側中央)

:ノック・センサ(インテーク・マニホールドの下側)

:パワステ・スイッチ

: MAT (マニホールド・エア・テンパラチュア)センサ

B
C
D
F
H
 
J

K

L

 

ECM関連ハーネス部品

C 1 : ECM (エレクトロニック・コントロール・

モジュール)

C 2 : ALDLコネクタ

C3 ・CHECKENGINE (チェック・エンジン・ランプ)

C 4 : ECMアース

C5 ヒューズ・ボ、ソクス

C 6 : ECMメーン・リレー

C7 フューエル・ポンプ・ヒューズ15A

C 8 :インジェクタ・レジスタ

C 9 : O2センサ・ヒータ・ヒューズ10A

CIO: ECMメーン・ヒュージブル・リンク 30A

排気対策関連部品

Nl : PCV (ポジティブ・クランクケース・ベンチレーション

・バルブ)

: EGRパック・プレッシャ・トランスデューサ

:スパーク・プラグ

: EGRバルブ

:フューエル・エパポレーション・キャニスタ
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εCM制御コンポーネント

1 フューエル・インジェクタ

2 : IACV (アイドル・エア・コントロール・パJレブ)

3 ブューエル・ポンプ・リレー

4 : DISモジュール

4 a イグニション・コイル

5 : ESC (エレク卜ロニック・スパーク・コントローJレ)

モジュール
: VSV;パルス。エア・コントロール

: VSV ; EGR 

: A/Cリレー

: VSV;キャニスタ・パージ

: VSV;インダクション・コントロール
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7

8

9
印



(2) 端子電圧表

測定端子
点検項 目 測定条件 参考値 (V)

プラス マイナス

B1 D1 イグニション。キーを“OFF" 電源電圧
パックアップ電源

C16 Dl イグニション@キーを“OFF" 電源、電圧

イグニション電源 A6 D1 電源電圧

A1 D2 アクセル・ペダルを離したとき(センサ電圧) 5.0 
TPS (スロットlレ・ポジション。

D6 D2 アクセル・ペダルを離したとき 0.6 
センサ)

D6 D2 アクセル・ペダルを一杯に踏み込んだとき 3 目 7~4.6

MAPセンサ(マニホールド・ A1 All エンジン停止状態(センサ電源) 5.0 

アブソリュー卜・プレッシャ・

センサ) D9 All エンジン停止状態(大気圧信号) 4.9 

MATセンサ(マニホールド・ 外気温20
0

C前後 3.6 

エア・テンパラチュア・ D7 D2 

センサ) 完全暖機状態 2目 4

CTSセンサ(クーラン卜・ 冷却液温20
0

C前後 1.3 

テンパラチコア・センサ)
D12 All 

完全暖機状態 1.5~2.0 

VSS (車速センサ) D8 D2 駆動輪をゆっくり回転させる
1O~1の聞で振

れる

O2センサ信号 B3 B2 6VDI型は暖機後アイドリンク状態
O.l~lの閣で振

れる

フューエル・ポンプ・')レ一信号 C3 D1 
イグニション・キー“ON"後 2秒間又はエンジ

電源電圧
ン回転中

A/Cコントロール・リレー A2 D1 
高圧プレッシャ・スイ、yチ又はサーモ・カットア

0→電源電圧
ウト・リレーのコネクタを外したとき

インダクション・コントロール・
A3 D1 ALDLコネクタのNo.lとNo.3端子を短絡させたとき 電源、電圧 >0

パルブ

ヒート・ウォーニング・ランプ A4 D1 不灯時 電源電圧

P/Sスイッチ C6 D1 直進状態からフjレ・ステアにしたとき 電源電圧→O

A/Cリクエス卜信号 C9 D1 A/CON状態 電源電圧

P/Nスイッチ (A/Tのみ) C7 D1 P.Nレンジ 電源電圧→0

VSV， EGR A8 Dl EGR 作動条件が成立したとき 電源電圧→O
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